
番号 実施団体 実施場所 実施期間

1

特定非営
利活動法
人環境の
杜こうち

高知市
H23.7.1
～

H24.3.30

2 馬路村 安田川
H23.10.3
～

H24.3.30

3 須崎市
須崎市
全域

H23.8.1
～

H24.3.30

4 香南市 香南市
H23.7.1
～

H23.12.7

5

特定非営
利活動法
人　　ＮＰＯ
８４プロジェ
クト

高知市
他

H23.9.27
～

H24.2.15

6

特定非営
利活動法
人環境の
杜こうち

県内の
自動車
学校等

H23.12.1
～

H24.3.16

7

特定非営
利活動法
人環境の
杜こうち

環境の
杜こうち
内

H23.11.30
～

H24.3.26

8

高知県地
球温暖化
防止活動
推進員連
絡会

香美市
H23.12.1
～

H24.3.20

9
くらしを見
つめる会

高知市
内

H23.11.20
～

H24.3.31

10
土佐山田
ライオンズ
クラブ

香美市
土佐山
田町楠
目長谷
山

H24.2.1
～

H24.2.20

あったか省エネ、冬のくらし方提
案事業

サーモグラフィを活用した様々な施設・住宅の温熱環境調
査を行い、その原因や改善方法による効果を明らかにした
リーフレットを作成し、的確な省エネのくらしを普及啓発す
る。また、エコハウス等において「あったか省エネ、冬のく
らし方講座」を実施し、省エネのくらし方を提案していく。

一般家庭へのエコドライブ普及啓
発事業

県内自動車学校との連携により、県民に対してエコドライ
ブ教習会を提供できる体制を整備し、県民がエコドライブ
技術の習得と原理への理解を得られる機会を提供するこ
とにより、家庭における温室効果ガス排出量の３０％を占
める自家用車からの排出量を効果的に削減する仕組みを
構築する。

電気自動車用充電インフラ整備
に関する県民ニーズの把握と課
題の検討

電気自動車の普及を促すために充電インフラの適正配置
と設置・運営などユーザーとなる県民の側の視点で検討
し、問題点と解決策を具体化する過程にユーザーの意見
を反映させ、より使い勝手の良い充電インフラ整備を促す
ことで、電気自動車の普及促進に寄与する。

小学生のための温暖化防止啓発
用オリジナル紙芝居作り事業

小学校中学年を対象としたオリジナル紙芝居を作成し、高
知県地球温暖化防止活動推進員が行う出前授業や温暖
化防止セミナー等で積極的に活用するとともに、一般への
貸出を行い、地球温暖化防止活動の推進を図る。

８４はちよん積み木体験ワーク
ショップ

県産材で作った積み木１万ピースで、（仮称）『積み木広
場』を開催し、子ども達に家庭では味わえないみんなで作
る積み木の創造性を体感してもらうとともに、木の柔らか
さ、香り、手触りの良さ、やさしさを自分で感じ取ってもら
う。また同伴の保護者に木製品の良さを実感してもらい、
暮らしに木製品を少しでも取り入れるきっかけとしてもら
う。

ガイドブック「すさきの生きもの」
作成事業

須崎市で生息確認されている野生生物や、その生息状
況、人との関わりなどに関する詳細な情報をまとめたガイ
ドブックを作成し、須崎市内の小中学校や高等学校、図書
館等に配布するとともに、デジタルファイルを須崎市ＨＰへ
掲載して全国に発信し、須崎市の自然について広く啓発
し、理解を深めてもらう。

香南市地球温暖化対策実行計画
推進事業

平成２２年度に策定した香南市地球温暖化対策実行計画
の温室効果ガス削減目標を達成するため、重点施策であ
る事業者・住民の活動促進に向けて香南市ＣＯ２ＣＯ２電
気削減コンテスト事業、香南市マイバスケット利用促進モ
ニター事業を実施し、市民の地球温暖化対策の意識向上
や活動の継続化を図っていく。

平成２３年度　高知県豊かな環境づくり総合支援事業　【採択事業一覧】

希少植物の保護・環境整備事業

香美市土佐山田町楠目黒荻の長谷山周辺に群生してい
る希少植物のバイカイカリソウ・ミシマサイコ等を保護する
ため、周辺の雑草・雑木の伐採等の環境整備を行い、そ
の貴重さを後世に伝え地域環境の保全及び子供たちの学
習の場としていく。

事　業　名 事　　　業　　　概　　　要

鏡川自然塾開催事業

高知市を流れる鏡川とその流域を高知を代表する自然環
境としてとらえ、その現状を科学的に把握するとともに、環
境（自然）学習活動を通じて自然の仕組みを科学的に理解
し、調査、記録する市民を育てるための「鏡川自然塾」を開
校する。開校に当たっては大学・研究機関、行政、市民と
の協働で実施し、地域の自然の現状を明らかにするという
新しいスタイルの取り組みモデルをつくっていく。

安田川環境保全事業

安田川は近年、土砂等の流入や生活排水により河川環境
が急激に悪化しており、馬路村では平成２２年度に河川の
現状と課題を整理し、区間の再生プランを立て、この再生
プランに基づき今後１０年間を目途に再生工事を行ってい
く予定である。その一環として住民の関心の高いエヤノマ
キ淵を「近自然工事」により再生することで、魚の休み場
や、産卵場所を確保し悪化前の自然に近い状態に戻すと
ともに、この淵を再生することで住民の関心を更に高め、
主体的な関わりの促進を図りながら、今後の普及へもつな
げていく。


